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1. 2022年7月期第2四半期の連結業績（2021年8月1日～2022年1月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年7月期第2四半期 8,184 ― △1,856 ― 1,302 ― 808 ―

2021年7月期第2四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

（注）包括利益 2022年7月期第2四半期　　803百万円 （―％） 2021年7月期第2四半期　　―百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年7月期第2四半期 69.73 ―

2021年7月期第2四半期 ― ―

当社は、2021年７月期第３四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、2021年７月期第２四半期の数値及び対前年同四半期増減率については
記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年7月期第2四半期 17,904 6,017 33.6

2021年7月期 16,834 5,221 31.0

（参考）自己資本 2022年7月期第2四半期 6,017百万円 2021年7月期 5,221百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年7月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2022年7月期 ― 0.00

2022年7月期（予想） ― ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

2022年７月期の第２四半期末の配当につきましては、直近に公表されている配当予想から修正を行っております。詳細につきましては、本日（2022年３月1
1日）公表いたしました「剰余金の配当（中間配当無配）に関するお知らせ」をご覧ください。また、2022年７月期（予想）の期末配当につきましては、「未定」と
しております。

3. 2022年 7月期の連結業績予想（2021年 8月 1日～2022年 7月31日）

2022年７月期の連結業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症に関する今後の動向が当社グループの事業活動に大きな影響を及ぼし、業績を
大きく左右する可能性があるため、現時点での適正かつ合理的な業績予想を算定することは困難であります。そのため、2022年７月期の連結業績予想は
、「未定」としております。連結業績予想の合理的な見通し数値を算定できる状況になりましたら、速やかに開示いたします。

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

詳細は、添付資料６ページ「（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年7月期2Q 11,622,300 株 2021年7月期 11,622,300 株

② 期末自己株式数 2022年7月期2Q 33,964 株 2021年7月期 34,764 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年7月期2Q 11,587,840 株 2021年7月期2Q 11,587,536 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

2022年７月期の連結業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響により、現時点において当社グループの事業活動への影響を適正かつ
合理的に算定することが困難であるため、「未定」としております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間の外食業界におきましては、新型コロナウイルス感染症拡大防止に向けた政府及び各

自治体からの営業時間短縮、酒類提供自粛要請等の各種要請による影響を受けておりましたが、2021年10月よりそ

れらの各種要請が徐々に解除され、日常を取り戻しつつありました。しかし、2022年１月に新型コロナウイルス感

染症の感染者数の急増にともない、再び、各自治体で自粛要請が出されるなど先行きが見通せない状況が続いてお

ります。

当社グループにおきましては、お客様と従業員の安全を第一に感染症対策を徹底しながら店舗運営を行うことを

基本として、政府、各自治体の要請に従い可能な範囲で営業を行ってまいりました。2021年８月、９月におきまし

ては、多くの都府県で酒類提供自粛要請を受け、「鳥貴族」は多くの店舗で休業したものの、一部の店舗において

は酒類提供無しでの営業を実施いたしました。また、2021年８月23日にはチキンバーガー専門店である「TORIKI 

BURGER」1号店をグランドオープンいたしました。2021年10月以降、政府及び各自治体の自粛要請等が解除される

と売上高は徐々に回復し、2021年12月にはコロナ禍以前に近い活気を取り戻すまでに至りましたが、2022年１月は

オミクロン株による感染者数拡大の影響を受け、営業時間短縮等を実施いたしました。当第２四半期連結累計期間

における既存店売上高は前年同期比75.7％となりました。

なお、当第２四半期連結会計期間末日における「鳥貴族」の店舗数は615店舗、当社グループの直営店は384店舗

であります。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間は、東京都をはじめとする営業時間短縮、酒類提供自粛要請等が大きく

影響し、売上高は8,184,010千円、売上総利益は5,723,039千円となりました。また、売上高減少に併せて変動費を

中心としたコスト管理に徹底して取り組んだこと等により、販売費及び一般管理費は7,579,970千円に抑えられた

ものの、売上高減少の影響が大きく、営業損失は1,856,931千円となりました。一方で、助成金収入3,159,247千円

を営業外収益に計上したこと等により経常利益は1,302,232千円、親会社株主に帰属する四半期純利益は808,077千

円となりました。

当社グループは前第３四半期連結会計期間より連結決算に移行いたしました。そのため、前第２四半期連結累計

期間に四半期連結財務諸表を作成していないことから、対前年同四半期の比較を省略しております。

なお、当社グループは飲食事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

また、第１四半期連結会計期間より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）

等を適用しております。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期会計期間末の総資産は17,904,669千円となり、前連結会計年度末と比較して1,070,007千円の増加

となりました。これは主に未収入金及び減価償却による固定資産が減少した一方で、現金及び預金が増加したこと

等によるものであります。

当第２四半期会計期間末の負債は11,887,551千円となり、前連結会計年度末と比較して274,035千円の増加とな

りました。これは主に返済により長期借入金が減少した一方で、買掛金及び未払金が増加したこと等によるもので

あります。

当第２四半期会計期間末の純資産は6,017,117千円となり、前連結会計年度末と比較して795,971千円の増加とな

りました。これは主に利益剰余金が親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により増加したことによるものであ

り、自己資本比率は33.6％（前連結会計年度末は31.0％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年７月期の連結業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症に関する今後の動向が当社グループの

事業活動に大きな影響を及ぼし、業績を大きく左右する可能性があるため、現時点での適正かつ合理的な業績予想

を算定することは困難であります。そのため、2022年７月期の連結業績予想は、「未定」としております。連結業

績予想の合理的な見通し数値を算定できる状況になりましたら、速やかに開示いたします。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2021年７月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2022年１月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,713,681 8,058,831

売掛金 161,407 299,904

棚卸資産 83,783 108,362

未収入金 2,649,936 666,446

その他 402,657 364,619

流動資産合計 8,011,465 9,498,164

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 5,251,911 5,053,973

その他（純額） 347,480 258,527

有形固定資産合計 5,599,391 5,312,500

無形固定資産 40,758 28,393

投資その他の資産

繰延税金資産 1,398,543 1,245,581

その他 1,784,502 1,820,029

投資その他の資産合計 3,183,045 3,065,610

固定資産合計 8,823,196 8,406,505

資産合計 16,834,661 17,904,669

負債の部

流動負債

買掛金 348,294 811,142

１年内返済予定の長期借入金 1,316,680 1,166,936

未払金 628,945 957,545

未払法人税等 181,304 346,473

賞与引当金 290,192 323,877

株主優待引当金 43,344 39,801

その他 1,412,709 1,398,096

流動負債合計 4,221,469 5,043,873

固定負債

長期借入金 6,186,129 5,667,533

役員株式給付引当金 10,662 10,631

退職給付に係る負債 40,366 40,874

資産除去債務 1,085,996 1,098,538

その他 68,890 26,100

固定負債合計 7,392,046 6,843,678

負債合計 11,613,515 11,887,551

純資産の部

株主資本

資本金 1,491,829 1,491,829

資本剰余金 1,481,829 1,481,829

利益剰余金 2,317,127 3,115,228

自己株式 △89,947 △87,876

株主資本合計 5,200,838 6,001,010

その他の包括利益累計額

退職給付に係る調整累計額 20,307 16,107

その他の包括利益累計額合計 20,307 16,107

純資産合計 5,221,145 6,017,117

負債純資産合計 16,834,661 17,904,669

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年８月１日

至　2022年１月31日）

売上高 8,184,010

売上原価 2,460,970

売上総利益 5,723,039

販売費及び一般管理費 7,579,970

営業損失（△） △1,856,931

営業外収益

受取利息 10

助成金収入 3,159,247

その他 16,307

営業外収益合計 3,175,565

営業外費用

支払利息 14,139

その他 2,262

営業外費用合計 16,402

経常利益 1,302,232

税金等調整前四半期純利益 1,302,232

法人税、住民税及び事業税 333,688

法人税等調整額 160,466

法人税等合計 494,155

四半期純利益 808,077

親会社株主に帰属する四半期純利益 808,077

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年８月１日

至　2022年１月31日）

四半期純利益 808,077

その他の包括利益

退職給付に係る調整額 △4,199

その他の包括利益合計 △4,199

四半期包括利益 803,877

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 803,877

非支配株主に係る四半期包括利益 -

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、受領時に収益認識していたカムレードチェーン加盟店との間で締結しているカムレード契約に基づ

く加盟金については、契約期間にわたって合理的な基準に基づき収益認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、利益剰余金の当期首残高は9,975千円減少しております。なお、当第２四半期連結累計期間の損益に

与える影響は軽微であります。

なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法

により組替えを行っておりません。

（注）カムレードチェーンは、新規に加盟店オーナーの募集を行っていない点、鳥貴族の経営理念に共感頂いた

加盟店オーナーに限定している点、及び、意見の交換・提案を相互に行っている点が一般的なフランチャイズ

チェーンと異なっております。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。
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（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に伴う会計上の見積りについて）

新型コロナウイルス感染症の影響は、現在においても継続しており、店舗の休業および営業時間短縮等により来

店客数が減少し業績に大きな影響を受けております。

当社グループでは、繰延税金資産の回収可能性に関する判断や固定資産の減損損失の認識の要否に関する判定に

おいて、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う緊急事態宣言やまん延防止等重点措置による酒類提供の自粛

要請、またワクチン接種の開始や感染者数の推移等の社会動向を踏まえて、2022年２月にかけて徐々に収束し、感

染拡大以前の水準まで業績が回復に向かうことを前提としておりました。しかしながら、まん延防止等重点措置に

よる営業時間短縮、酒類提供の自粛要請等を踏まえ、2022年７月にかけて徐々に収束し回復に向かう前提へと変更

しております。

（連結納税制度の適用）

当社及び連結子会社は第１四半期連結会計期間から連結納税制度を適用しております。

（連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用）

当社及び連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」（2020年法律第８号）において創設されたグルー

プ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項目については、

「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務対応報告第39号 

2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号 2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、改正前の税法の規

定に基づいております。

- 7 -

株式会社鳥貴族ホールディングス(3193)2022年７月期第２四半期決算短信(連結)



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間（自　2021年８月１日　至　2022年１月31日）

当社は、飲食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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